
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　原稿載置台に載置された原稿束から原稿を１枚ずつ分離して読取部に搬送する分離・搬
送手段と、
　前記読取位置で読取りが終了した原稿を排紙台上に排紙する排紙手段とを備えた自動原
稿搬送装置において、
　前記分離・搬送手段は、前記読取部近傍に設けられた搬送ローラ対を含んで構成され、
　前記排紙手段は、前記読取部を挟んで前記搬送ローラ対に対向し、前記搬送ローラ対と
異なる駆動系で駆動される排紙ローラ対を含んで構成され、
　 前記搬送ローラ対の線速に対
して前記排紙ローラ対の線速を遅く

特徴とする自動原稿搬送装置。
【請求項２】
　

　
ことを特徴する請求項 記載の自動原稿搬

送装
【発明の詳細な説明】
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前記原稿の後端が搬送ローラ対の近傍に位置するまでは、
し、前記原稿の後端が搬送ローラ対の近傍に位置した

ときに、前記搬送ローラ対の線速に対して前記排紙ローラ対の線速が速くなるようにした
ことを

前記搬送ローラ対および排紙ローラ対を駆動する駆動系を制御する制御手段と、前記読
取部に対して原稿の搬送方向上流側に原稿の後端を検知する原稿検知手段とを設け、

前記制御手段は、前記検知手段の検知情報に基づいて前記搬送ローラ対の線速に対して
前記排紙ローラ対の線速が速くなるようにした １

置。



【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、複写機、ファクシミリ装置、スキャナー装置等の画像読取装置に設けられた自
動原稿搬送装置に関し、詳しくは、読取位置に設けられたプラテンガラス等の読取部の表
面のごみ等を除去することができる自動原稿搬送装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
複写機、ファクシミリ装置、スキャナー装置等の画像読取装置に設けられた自動原稿搬送
装置には、走査光学系をプラテンガラスの下方で停止させて原稿を移動させながら原稿の
読み取りを行なう、所謂、シートスルータイプがある。
【０００３】
ところで、走査光学系を固定して原稿を搬送しながら原稿の読取りを行う場合には、プラ
テンガラスに異物が滞留または固着した場合や、プラテンガラスが傷付いた場合に、異常
画像（スジ画像）が発生してしまうため、異物がプラテンガラスに固着した場合には清掃
して除去し、また、プラテンガラスに傷が付いた場合には、プラテンガラスを交換するよ
うにしている。
【０００４】
しかしながら、異物が滞留する場合にあっては、滞留する異物として原稿の紙粉やトナー
カス、ゴムローラのゴムカス等である場合が多いため、プラテンガラスを清掃、あるいは
交換してもその直後に別の異物の滞留が起こる可能性もあり抜本的な解決が難しい。
【０００５】
このような不具合を解消するために、例えば、特開平８－１２３１５７号公報に記載され
たものがあり、このものは、プラテンガラスの上方の搬送経路に原稿をプラテンガラス上
から浮かした状態で搬送するためのガイド部材を設け、原稿をプラテンガラスから浮かし
て搬送することにより、プラテンガラス上でのゴミの付着や滞留を防止するようにしてい
る。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、このような従来の自動原稿搬送装置にあっては、原稿をプラテンガラスか
ら浮かしているため、原稿の紙粉がプラテンガラスに付着することによる影響は防止する
ことができるが、トナーカスやゴムカス等の異物が依然としてプラテンガラスに滞留して
しまい、異常画像（スジ画像）が発生してしまうという問題があった。
【０００７】
また、ガイド部材によって原稿の先端がプラテンガラスに案内されるとき、および原稿の
後端がプラテンガラスを抜け出るときには、原稿の前後端がプラテンガラスに接触してし
まうため、原稿の前後端とプラテンガラスから浮き上がる前後端を除いた原稿部分の露光
深度の違いによって異常画像が形成されてしまうという問題があった。
【０００８】
そこで本発明は、読取部に原稿を常に密着させて搬送することにより、ゴミを読取部から
除去して読取部に滞留するのを防止することができ、黒筋による異常画像が発生するのを
防止することができる自動原稿搬送装置を提供することを目的としている。
【０００９】
【課題を解決するための手段】
　本発明は、上記課題を解決するために、原稿載置台に載置された原稿束から原稿を１枚
ずつ分離して読取部に搬送する分離・搬送手段と、前記読取位置で読取りが終了した原稿
を排紙台上に排紙する排紙手段とを備えた自動原稿搬送装置において、前記分離・搬送手
段は、前記読取部近傍に設けられた搬送ローラ対を含んで構成され、前記排紙手段は、前
記読取部を挟んで前記搬送ローラ対に対向し、前記搬送ローラ対と異なる駆動系で駆動さ
れる排紙ローラ対を含んで構成され、

前記搬送ローラ対の線速に対して前記排紙ローラ対の線速を遅く
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前記原稿の後端が搬送ローラ対の近傍に位置するま
では、 し、前記原稿の後



を特徴としている。
【００１０】
その場合、搬送ローラ対の線速に対して排紙ローラの線速を遅くしたため、読取部上を搬
送される原稿を読取部側に湾曲させて原稿を読取部に常に密着させることができる。
【００１１】
このため、読取部からゴミを除去して読取部に滞留するのを防止することができ、黒筋に
よる異常画像が発生するのを防止することができる。
【００１３】
　 、排紙ローラ対から原稿が抜け出るときに、搬送ローラ対の線速に対して排紙ロー
ラ対の線速を速くするので、湾曲している原稿の撓みを除去することができ、原稿の後端
が搬送ローラ対を抜けた際に読取部で発生する原稿の撓みに起因する速度ムラを防止して
ジターが発生するのを防止することができる。
【００１４】
また、本発明は、上記課題を解決するために、前記搬送ローラ対および排紙ローラ対を駆
動する駆動系を制御する制御手段と、前記読取部に対して原稿の搬送方向上流側に原稿の
後端を検知する原稿検知手段とを設け、前記制御手段は、前記検知手段の検知情報に基づ
いて前記搬送ローラ対の線速に対して前記排紙ローラ対の線速が速くなるようにしたこと
を特徴としている。
【００１５】
その場合、検知手段によって原稿の後端を検知することにより、搬送ローラ対と排紙ロー
ラ対の線速を切り換えることができるため、原稿サイズに関わらずに搬送ローラ対と排紙
ローラ対の切換制御を行うことができる。
【００１６】
　ま 記原稿の搬送方向上流側の読取部の端部にガイド部材を設け、前記ガイド部材
によって原稿を前記読取部側に向かわせる
【００１７】
その場合、読取部周辺の搬送経路がストレート経路等のように搬送ローラ対と排紙ローラ
対の線速を変えても原稿が湾曲し難い場合に、ガイド部材によって原稿を読取部に確実に
密着させることができ、読取部からゴミを確実に除去して読取部に滞留するのを確実に防
止することができる。
【００１８】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の実施形態を図面に基づいて説明する。
図１、図２は本発明に係る自動原稿搬送装置の第１実施形態を示す図であり、画像読取装
置として複写機、ファクシミリ装置、スキャナー装置等に適用することができる。
【００１９】
まず、構成を説明する。図１において、１は画像読取装置であり、この画像読取装置１の
上面にはスリットガラス２とコンタクトガラス３が設けられている。
【００２０】
このスリットガラス２とコンタクトガラス３の下方には走査光学系としての露光ランプ４
ａ、ミラー４ｂ、４ｃ、４ｄ、レンズ４ｅおよびＣＣＤ４ｆが設けられている。
【００２１】
この露光ランプ４ａおよびミラー４ｂは、コンタクトガラス３に載置された原稿を読み取
る際には、コンタクトガラス３の下方で図１中、左右方向に移動し、また、スリットガラ
ス２上で原稿を読み取る際には、スリットガラス２の下方で停止するようになっており、
露光ランプ４ａによって読み取られた画情報はミラー４ｂ、４ｃ、４ｄで反射された後、
レンズ４ｅで集光されてＣＣＤ４に結像される。このＣＣＤ４によって読み込まれた画情
報は光電変換された後、図示しない画像処理部によって画像処理が施された後、図示しな
いプリンタ部に出力される。

10

20

30

40

50

(3) JP 4011394 B2 2007.11.21

端が搬送ローラ対の近傍に位置したときに、前記搬送ローラ対の線速に対して前記排紙ロ
ーラ対の線速が速くなるようにしたこと

また

た、前
ようにしても良い。



【００２２】
また、画像読取装置１の上部には自動原稿搬送装置（以下、単にＡＤＦという）６が装着
されており、このＡＤＦ６の下面にはコンタクトガラス３に載置された原稿をコンタクト
ガラス３に押圧するとともに原稿の読取時の白基準となる反射板７が設けられている。ま
た、このＡＤＦ６は、図示しないヒンジを介して画像読取装置１に連結されており、画像
読取装置１に対して開閉自在となっている。
【００２３】
また、ＡＤＦ６の上部には原稿載置台８が設けられており、この原稿載置台８には複数の
原稿からなる原稿束Ｐが載置されるようになっている。この原稿載置台８に載置された原
稿束Ｐはこの原稿束Ｐに当接・離隔可能な呼出しコロ９によって給紙された後、分離ベル
ト 10および分離阻止ローラ 11によって最上位に位置する原稿が分離されるようになってい
る。なお、分離ベルト 11は分離阻止ローラ 10に任意の角度θで加圧、接触している。
【００２４】
また、呼出しコロ９の原稿搬送方向下流にはストッパー部材 12が設けられており、原稿載
置台８に載置された原稿束Ｐはストッパー部材 12に衝止されて分離ベルト 10側に進入する
ことを禁止されている。
【００２５】
呼出しコロ９の下方には加圧板 13が設けられており、この加圧板 13は図示しないソレノイ
ドによって回動支点 13ａを中心に呼出しコロ９に対して当接離隔するようになっている。
すなわち、この加圧板 13はコピースタートスイッチが押下されると、ソレノイドによって
実線で示す呼出しコロ９に対して離隔する位置から仮想線で示す呼出しコロ９に当接する
位置に移動して、原稿を呼出しコロ９に加圧して呼出しコロ９によって原稿を給紙させる
ようになっている。
【００２６】
また、分離ベルト 10および分離阻止ローラ 11によって分離された原稿は駆動側である搬送
駆動ローラ 14ａおよび搬送従動ローラ 14ｂによって反転経路 15に沿って反転されてスリッ
トガラス２に向かって搬送されるようになっている。
【００２７】
また、スリットガラス２の上部には読み取り時の白基準を構成する反射ガイド板 16が設け
られており、原稿はスリットガラス２と反射ガイド板 16の間を通紙されながら露光ランプ
４ａ等を備えた走査光学系によって読み取られる。
【００２８】
読み取りが終了した原稿は反転排紙ガイド 17によって排紙経路 18にすくい上げるようにし
て搬送されるようになっており、排紙経路 18にすくい上げられた原稿は搬送駆動ローラ 19
ａおよび搬送従動ローラ 19ｂに挟持されて搬送された後、排紙駆動ローラ 21ａおよび排紙
従動ローラ 21ｂに挟持されて排紙経路 18から外部に排紙され、除電ブラシ 22によって除電
された後、外装カバー（排紙台） 23上に排紙される。
【００２９】
また、コンタクトガラス３上を覆う反射板７は加圧板 24の下面に設けられており、この加
圧板 24はコンタクトガラス３上に載置された原稿をこのコンタクトガラス３に加圧するよ
うになっている。
【００３０】
この加圧板 24は回動支点 25を介してメインフレーム 26に回動自在に取付けられており、こ
のメインフレーム 26は排紙従動ローラ 21ｂの軸に端部が取付けられ、ＡＤＦ６本体に固定
されている。
【００３１】
また、メインフレーム 26はコンタクトガラス３を覆う面積を有しており、上面に外装カバ
ー 23が取付けられている。また、加圧板 24はリンク機構であるリンク 27を介して補助フレ
ーム 28に連結されており、この補助フレーム 28はメインフレーム 26の外周部を挟持するよ
うに断面略コの字状に形成され、支点 29を介してメインフレーム 26に回動自在に連結され

10

20

30

40

50

(4) JP 4011394 B2 2007.11.21



ている。
また、メインフレーム 26にはマグネット 30が設けられており、このマグネット 30は補助フ
レーム 28を吸引している。
【００３２】
一方、本実施形態では、搬送駆動ローラ 14ａおよび搬送従動ローラ 14ｂは搬送ローラ対 14
を構成しており、呼出しコロ９、分離ベルト 10、分離阻止ローラ 11、搬送ローラ対 14が分
離・搬送手段を構成している。また、呼出しコロ９、分離ベルト 10、分離阻止ローラ 11、
搬送駆動ローラ 14ａは歯車列からなる減速機構を介して図示しない給紙モータ（駆動系）
に接続されている。
【００３３】
また、本実施形態では、原稿載置台８から排紙台である外装カバーまでの搬送経路はＵ字
状に形成されている。
【００３４】
また、搬送駆動ローラ 19ａ、搬送従動ローラ 19ｂが排紙ローラ対 19を構成しており、排紙
ローラ対 19、駆動ローラ 21ａおよび排紙従動ローラ 21ｂは排紙手段を構成している。また
、搬送駆動ローラ 19ａおよび排紙駆動ローラ 21ａは歯車列からなる減速機構を介して図示
しない排紙モータ（駆動系）に接続されている。
【００３５】
また、給紙モータおよび排紙モータはコントローラ（制御手段）によって駆動されるよう
になっており、メインコントローラは搬送ローラ対 14の線速に対して排紙ローラ対 19の線
速が遅くなるように給紙モータおよび排紙モータを駆動するようになっている。
【００３６】
また、搬送ローラ対 14の近傍には原稿検知センサ（検知手段） 100が設けられており、こ
の原稿検知センサ 100は原稿の前後端を検知してコントローラに信号を出力するようにな
っている。
【００３７】
コントローラはこの信号に基づき、原稿の後端が検知されてから原稿の後端が搬送ローラ
対 14まで到達するまでの給紙モータのパルス数をカウントすることにより、原稿の後端が
搬送ローラ対 14の近傍に位置したことを把握し、搬送ローラ対 14の線速に対して排紙ロー
ラ対 19の線速が速くなるように切換制御を行うようになっている。
【００３８】
次に、図２のフローチャートに基づいて原稿の搬送方法を説明する。
原稿の先端がストッパー部材 12の先端に到達したことを図示しない原稿セットセンサによ
って検知され（ステップＳ 1のｙｅｓ）、画像読取装置１側のコピースタートスイッチが
押下されると、加圧板 13を呼出コロ９に対して離隔する実線位置から呼出コロ９に近接す
る仮想線位置に移動させて原稿Ｐを呼出コロ９に押し付け、その呼出コロ９によって原稿
Ｐを給紙ベルト 10と分離阻止ローラ 11の間に送り出す。
【００３９】
そして、給紙ベルト 10および分離阻止ローラ 11によって分離された原稿Ｐは、給紙モータ
によって所定の回転数で駆動する搬送ローラ対 14よって反転経路 15に沿って反転されなが
ら送られてスリットガラス２に向かって搬送され、スリットガラス２上を通過した後に、
反転排紙ガイド 17によってすくい上げられるように案内されて排紙経路 18に通紙される（
ステップＳ 2）。
【００４０】
次いで、原稿の先端が原稿検知センサ 100によって検知されてから給紙モータのパルスを
カウントすることにより、原稿がスリットガラス２上に到達したか否かを判別し（ステッ
プＳ 3）、到達した場合には、走査光学系を走査して原稿の読取りを開始する（ステップ
Ｓ 4）。
【００４１】
次いで、排紙モータによって排紙ローラ対 19および排紙駆動ローラ 21ａを駆動して原稿を
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スリットガラス２から搬出する（ステップＳ 5）。ここで、コントローラは原稿の後端が
原稿検知センサ 100に検知されるまでは排紙ローラ対 19の線速を搬送ローラ対 14の線速に
対して所定の搬送線速（例えば１％）遅くなるように駆動する。なお、搬送ローラ対 14お
よび排紙ローラ対 19の線速の差は搬送ローラ対 14および排紙ローラ対 19のローラ径や加圧
力がばらついても排紙ローラ対 19が遅くなるように設定している。
【００４２】
この結果、原稿は外方向（スリットガラス２方向）に膨らみながら搬送され結果的に原稿
面がスリットガラス２に密着されながら搬送される。
【００４３】
　次いで、原稿検知センサ 100によって原稿の後端が検知されたか否かを判別し（ステッ
プＳ 6）、後端が検知された場合には、搬送 対 14の線速に 排紙 対 19の
線速 くして（ステップＳ 7）、原稿を外装カバー 23上に排紙する（ステップＳ 8）。
【００４４】
　なお、このときの搬送ローラ対 14および排紙ローラ対 19の線速の差は搬送 対 14と
排紙 対 19の間の搬送経路上で外側に膨らんだ原稿が搬送 対 14から原稿の後端
が抜けるまでに搬送経路の内側（スリットガラス２の上方側）に張るように設定している
。このため、 対 14から原稿の後端が抜けた際に、原稿がスリットガラス２側に
膨らんでできたたるみを排紙 対 19だけで巻き取るように搬送する際のスリットガラ
ス２上での原稿の速度ムラを防止できる。
【００４５】
このように本実施形態では、搬送ローラ対 14の線速に対して排紙ローラ 19の線速を遅くし
たため、スリットガラス２上を搬送される原稿をスリットガラス２側に湾曲させて原稿を
スリットガラス２に常に密着させることができる。
【００４６】
このため、スリットガラス２からゴミを除去してスリットガラス２に滞留するのを防止す
ることができ、黒筋による異常画像が発生するのを防止することができる。
【００４７】
また、本実施形態では、原稿の後端が搬送ローラ対 14の近傍に位置したときに、搬送ロー
ラ対 14の線速に対して排紙ローラ対 19の線速が速くなるようにしたため、排紙ローラ対 19
から原稿が抜け出るときに、湾曲している原稿の撓みを除去することができ、原稿の後端
が搬送ローラ対 14を抜けた際にスリットガラス２で発生する原稿の撓みに起因する速度ム
ラを防止してジターが発生するのを防止することができる。
【００４８】
また、本実施形態では、搬送ローラ対 14および排紙ローラ対 19を駆動する給紙モータおよ
び排紙モータを制御するコントローラと、スリットガラス２に対して原稿の搬送方向上流
側に原稿の後端を検知する原稿検知センサ 100とを設け、コントローラが、原稿検知セン
サ 100の検知情報に基づいて搬送ローラ対 14の線速に対して排紙ローラ対 19の線速が速く
なるようにしたため、原稿サイズに関わらずに搬送ローラ対 14と排紙ローラ対 19の切換制
御を行うことができる。
【００４９】
図３～図６は本発明に係る自動原稿搬送装置の第２実施形態を示す図であり、画像読取装
置として複写機、ファクシミリ装置、スキャナー装置等に適用することができる。
【００５０】
まず、構成を説明する。図３、図４において、複写機、ファクシミリ装置、スキャナ装置
、複合機等の画像形成装置 41の本体の上面にはコンタクトガラス 42ａおよびコンタクトガ
ラス 42ａよりも小面積のスリットガラス 42ｂが設けられている。
【００５１】
また、画像形成装置 41の本体の上部には自動原稿搬送装置としてのＡＤＦ 43が設けられて
おり、このＡＤＦ 43は図示しないヒンジ機構を介してコンタクトガラス 42ａを開放および
閉塞するように開閉自在になっている。
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【００５２】
また、ＡＤＦ 43は、複数の原稿からなる原稿束が原稿面を上向きにして載置される原稿テ
ーブル 44と、原稿テーブル 44に載置された原稿束から原稿を一枚ずつ分離して給紙する分
離給紙部（分離・搬送手段） 45と、給紙された原稿を突き当て整合してスキューの矯正を
行なうとともに、整合後の原稿を引き出して搬送するレジスト部（分離・搬送手段） 46と
、搬送される原稿を反転させて、原稿面をスリットガラス 42ｂ側に向けて搬送するターン
部 47と、原稿の表面画像をコンタクトガラス 42ａの下方に設けられた図示しない後述する
読取部より読取りを行わせる第１読取り搬送部（分離・給紙手段） 48と、読取り終了後の
原稿の裏面画像を読みとる第２読取り搬送部 49と、表裏の読取りが完了した原稿をＡＤＦ
43機外に排出する排紙部 50と、読取り完了後の原稿を積載保持するスタック部（排紙台）
51と、これら搬送動作の駆動を行なうピックアップモータ 101、給紙モータ（駆動系） 102
、読取りモータ 103、排紙モータ（駆動系） 104および底板上昇モータ 105と、ＡＤＦ 43の
一連の動作を制御するコントローラ（制御手段） 110とから構成されている。
【００５３】
原稿テーブル 44のテーブル面には原稿の長さを検知する原稿長さ検知センサ 52、 53が設け
られており、この原稿長さ検知センサ 52、 53は反射型センサ、または、１枚の原稿でも検
知可能なアクチェータータイプのセンサ等から構成され、原稿の搬送方向長さを検知して
検知信号をコントローラ 110に出力するようになっている。したがって、原稿長さセンサ 5
2、 53は少なくとも同一原稿サイズの縦か横かを判断可能なように原稿テーブル 44のテー
ブル面に配置されている。
【００５４】
また、原稿テーブル 44の先端（原稿の搬送方向下流側）には可動テーブル（原稿載置台）
54が設けられており、この可動テーブル 54は底板上昇モータ 105によって矢印ａ－ｂで示
すように上下動されるようになっている。
【００５５】
また、原稿テーブル 44には図示しないサイドガイドが設けられており、このサイドガイド
によって原稿束の幅方向（原稿の搬送方向と直行する方向）の位置決めが行なわれるよう
になっている。
【００５６】
また、可動テーブル 54の近傍にはセットフィラー 55および原稿セットセンサ 56が設けられ
ており、セットフィラー 55は原稿テーブル 44に原稿束が載置されたときに破線で示す位置
から実線で示す位置に移動し、原稿セットセンサ 56がこのセットフィラー 55を検知した状
態から未検知状態に変化すると、コントローラ 110に信号を出力する。コントローラ 110は
Ｉ／Ｆ 107を介して画像形成装置 41の本体に設けられた本体制御部 111に信号を出力し、画
像形成装置 41の本体側では原稿の読取りを行なうための待機状態に移行する。
【００５７】
また、コントローラ 110は原稿セットセンサ 56からの検知信号に基づいて原稿テーブル 44
に原稿束が載置されたことを判断したときに、底板上昇モータ 105を上昇させ原稿束の最
上面をピックアップローラ 57に接触させる。
【００５８】
ピックアップローラ 57はピックアップモータ 101からの駆動力が図示しないカム機構を介
して伝達されるようになっており、ピックアップモータ 101およびカム機構により矢印ｃ
－ｄで示すように原稿束の上面に接触する位置と待避する位置の間で上下移動する。
【００５９】
また、可動テーブル 54の上方にはテーブル上昇センサ 58が設けられており、このテーブル
上昇センサ 58は可動テーブルが矢印ｃ方向に上昇したときにピックアップローラ 57が上昇
すると、ピックアップローラ 57の位置を検知することにより、上昇可能な上限を検知する
ようになっている。
【００６０】
また、画像形成装置 41の本体側に設けられた本体操作部 108のプリントキーが押下され、
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本体制御部 111からＩ／Ｆ 107を介してコントローラ 110に原稿給紙信号が送信されると、
ピックアップローラ 57は給紙モータ 102の正転により回転駆動するようになっており、原
稿テーブル 44上の数枚（理想的には１枚）の原稿の給紙を開始する。
【００６１】
この給紙された原稿はピックアップローラ 57の下流側に設けられた給紙ベルト 59およびリ
バースローラ 60からなる分離・搬送手段に給紙される。
【００６２】
給紙ベルト 59は給紙モータ 102が正転駆動されると給紙方向（時計方向）に回転駆動され
るようになっており、リバースローラ 60には図示しないトルクリミッタが内蔵され、給紙
モータ 102が正転駆動されると給紙方向と逆方向（時計方向）に回転駆動されるようにな
っている。このため、最上位の原稿とその下の原稿が分離されて、最上位の原稿のみが給
紙される。
【００６３】
具体的には、リバースローラ 60は給紙ベルト 59と所定圧で接しており、給紙ベルト 59と直
に接触しているとき、または、原稿１枚を介して接している状態では給紙ベルト 59の回転
につられて反時計方向に連れ回りし、原稿が２枚以上給紙ベルト 59とリバースローラ 60の
間に進入した時は連れ回り力がトルクリミッタのトルクよりも低くなるように設定されて
いる。このため、リバースローラ 60は本来の駆動方向である時計方向に回転し、余分な原
稿を押し戻す働きをして重送を防止することができ、給紙ベルト 59とリバースローラ 60の
作用により１枚に分離された原稿は給紙ベルト 59によって送られるようになっている。
【００６４】
また、給紙ベルト 59の下流側には突き当てローラ 61が設けられており、この突き当てロー
ラ 61は駆動ローラ 61ａおよび従動ローラ 61ｂから構成され、給紙モータ 102により回転駆
動されるようになっている。
【００６５】
この突き当てローラ 61は給紙ベルト 59とリバースローラ 60の作用により１枚に分離された
原稿のスキューの矯正およびさらに下流側に搬送する機能を有している。
【００６６】
すなわち、原稿の給紙時に給紙モータ 102を停止することにより、突き当てローラ 61は停
止された状態に設定されており、分離された原稿が突き当てローラ 61の上流側に設けられ
た突き当てセンサ 62によって検知された後、突き当てローラ 61に原稿の先端が突き当てら
れる。そして、突き当てセンサ 62が原稿の先端を検知してコントローラ 110に信号を出力
すると、コントローラ 110は突き当てセンサ 62の検知から所定量定められた距離だけ給紙
モータ 102を駆動して給紙ベルト 59を周回移動させることにより、突き当てローラ 61に原
稿が所定量の撓みを持って押し当てられた状態にする。
【００６７】
また、給紙モータ 102の停止前にピックアップモータ 101を回転させてピックアップローラ
57を原稿束の上面から退避させる。このときには、原稿が給紙ベルト 59の搬送力のみで送
られることにより、原稿先端が突き当てローラ 61の駆動ローラ 61ａおよび従動ローラ 61ｂ
のニップに進入して原稿の先端のスキューが矯正される。
【００６８】
また、スキューの矯正後に給紙モータ 102が逆転駆動されるようになっており、このとき
、突き当てローラ 61は給紙モータ 102によって回転駆動され、分離された原稿を中間ロー
ラ 63に搬送するようになっている。この中間ローラ 63は駆動ローラ 63ａおよび従動ローラ
63ｂから構成されており、給紙モータ 102によって駆動される。
【００６９】
なお、給紙モータ 102が逆転駆動されると、突き当てローラ 61と中間ローラ 63に給紙モー
タ 102の駆動力が伝達され、ピックアップローラ 57と給紙ベルト 59には駆動力が駆動され
ない。
【００７０】
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また、突き当てローラ 62の下流側には幅方向センサ 64が設けられており、このセンサ 64は
図３中、図面の手前側から奥側に複数個設けられ、搬送された原稿を検知してコントロー
ラ 110に信号を出力するようになっている。コントローラ 110は幅方向センサ 64のＯＮ信号
に基づいて原稿の搬送方向に直行する幅方向のサイズを検知するようになっている。
【００７１】
また、原稿の搬送方向の長さに関しては、コントローラ 110が原稿の突き当てセンサ 62か
らの検知信号に基づいて検知するようになっている。すなわち、突き当てセンサ 62が原稿
の先端を検知してＯＮになり、その後、突き当てセンサ 62が原稿の後端を検知してＯＦＦ
になったときの給紙モータ 102のパルス信号を計数することにより、原稿の長さを検知す
る。
【００７２】
また、中間ローラ 63の下流側には入口ローラ 65が設けられており、この入口ローラ 65は駆
動ローラ 65ａおよび従動ローラ 65ｂから構成され、読取りモータ 103によって駆動される
。
【００７３】
また、スリットガラス 42ｂの上面には第１読取りローラ対 67が設けられているとともに、
この第１読取りローラ対 67の下流側には第１読取りローラ対 68が設けられており、第１読
取ローラ対 67は駆動ローラから構成され、第１読取ローラ対 68は駆動ローラ 68ａおよび従
動ローラ 68ｂから構成されている。
【００７４】
また、この第１読取りローラ対 68の下流側には第２読取りローラ 69が設けられており、第
２読取りローラ 69は駆動ローラから構成されている。そして、これら各ローラ 65、 67、 68
および 69および読取りモータ 103によって駆動される。
【００７５】
また、第２読取りローラ 69の上方にはイメージセンサ（読取部） 71が設けられており、こ
のイメージセンサ 71は原稿の他方の面を読取るようになっている。
【００７６】
また、中間ローラ 63の下流側には入口センサ 66が設けられており、この入口センサ 66は原
稿先端を検知するとコントローラ 110に信号を出力するようになっている。
【００７７】
コントローラ 110は入口センサ 66から信号が入力されると、入口ローラ 65の駆動ローラ 65
ａおよび従動ローラ 65ｂのニップに原稿先端が進入する前に原稿線速を読取り線速と同速
にするために給紙モータ 102の減速を開始するのと同時に、読取りモータ 103を正転駆動し
て中間ローラ 63を読取りモータ 103側の駆動系に接続するとともに、入口ローラ 66、第１
読取りローラ 67、 68、第２読取りローラ 69を駆動するようになっている。
【００７８】
また、入口ローラ 65の下流側にはレジストセンサ 91が設けられており、このレジストセン
サ 91は原稿の先端を検知してコントローラ 110に信号を出力するようになっている。
【００７９】
コントローラ 110はレジストセンサ 91から信号が入力すると、給紙モータ 102を所定の搬送
距離をかけて減速し、スリットガラス 42ｂの手前で一時停止すると共に本体制御部 111に
Ｉ／Ｆ 107を介してレジスト停止信号を送信する。コントローラ 110は本体制御部 111から
読取り開始信号を受信すると、レジスト停止していた原稿の先端がスリットガラス 42ｂに
到達するまでに所定の線速に立ち上がるように読取りモータ 103を増速して中間ローラ 63
および入口ローラ 65により原稿を搬送する。
【００８０】
また、第２読取ローラ 69の下流側には読取出口ローラ対 70が設けられており、この読取出
口ローラ対 70は駆動ローラ 70ａおよび従動ローラ 70ｂから構成されている。
【００８１】
また、読取出口ローラ対 70の下流側には排紙ローラ対 93が設けられており、この排紙ロー
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ラ対 93は駆動ローラ 93ａおよび従動ローラ 93ｂから構成され、読取出口ローラ対 70および
排紙ローラ対 98は排紙モータ 104によって駆動されるようになっている。なお、本実施形
態では、読取出口ローラ対 70および排紙ローラ対 93が排紙手段を構成している。
【００８２】
また、第１読取りローラ 68の下流側には排紙センサ（検知手段） 94が設けられており、こ
の排紙センサ 94は原稿の前後端を検知してコントローラ 110に信号を出力する。コントロ
ーラ 110は排紙センサ 94から原稿の先端を検知した信号が入力されると、排紙モータ 104を
正転駆動して排紙ローラ 93を反時計方向に回転させるようになっている。
【００８３】
また、排紙センサ 94による原稿の先端検知からの排紙モータ 104のパルスを計数すること
により、原稿後端が排紙ローラ 93の駆動ローラ 93ａおよび従動ローラ 93ｂのニップから抜
ける直前に排紙モータ 104を減速させて、スタック部 51に排出される原稿が飛び出さない
ように制御する。
【００８４】
なお、本実施形態において、第２読取りローラ 69は白色から構成されており、このように
したのは、イメージセンサ 71におけるシェーディングデータを取得するための基準白部を
兼ねるためであり、さらに、イメージセンサ 71の下方に第２読取りローラ 69を設けたのは
、イメージセンサ 71による読取り時に原稿の浮きを抑えるためである。
【００８５】
一方、本実施形態では、第１読取りローラ対 68が搬送ローラ対を構成するとともに読取出
口ローラ対 70が排紙ローラ対を構成し、第１読取りローラ対 68の線速が読取出口ローラ対
70の線速に対して遅く設定されている。また、排紙センサ 94によって原稿の後端が検知さ
れると、第１読取りローラ対 68の線速は読取出口ローラ対 70の線速に対して速くなるよう
に設定されている。
【００８６】
また、図５、図６に示すように、原稿の搬送方向上流側のイメージセンサ 71の端部にはガ
イド部材としての上側ガイド 120および下側ガイド 121が設けられており、原稿の搬送経路
はイメージセンサ 71の手前で上側ガイド 120が下がり、その後、下側ガイド 121によってイ
メージセンサ 71に向けて上がる経路（Ｓ字経路）となっている。したがって、上側ガイド
120および下側ガイド 121によって原稿がイメージセンサ 71に向かうようになっている。
【００８７】
本実施形態では、第１読取りローラ対 68の線速は読取出口ローラ対 70の線速に対して遅く
設定しているため、原稿のたるみが発生する。そして、図５に示すように、原稿のたるみ
は上側ガイド 120の端点Ｐと下側ガイド 121の端点Ｑによって規制されてイメージセンサ 71
側に向かい、原稿をイメージセンサ 71に常に密着させることができる。
【００８８】
このため、イメージセンサ 71周辺の搬送経路がストレート経路等のように第１読取りロー
ラ対 68および読取出口ローラ対 70の線速を変えても原稿が湾曲し難い場合に、原稿をイメ
ージセンサ 71に常に密着させることができ、イメージセンサ 71の読取面からゴミを除去し
てイメージセンサ 71に滞留するのを防止して、黒筋による異常画像が発生するのを防止す
ることができる。
【００８９】
また、原稿の後端が第１読取りローラ対 68近傍に位置したときに、第１読取りローラ対 68
の線速に対して読取出口ローラ対 70の線速が速くなるようにしたため、第１読取りローラ
対 68から原稿が抜け出るときに、湾曲している原稿の撓みを除去することができ、原稿の
後端が第１読取りローラ対 68を抜けた際にイメージセンサ 71で発生する原稿の撓みに起因
する速度ムラを防止してジターが発生するのを防止することができる。
【００９０】
【発明の効果】
本発明によれば、搬送ローラ対の線速に対して排紙ローラの線速を遅くしたので、読取部
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上を搬送される原稿を読取部側に湾曲させて原稿を読取部に常に密着させることができる
。このため、読取部からゴミを除去して読取部に滞留するのを防止することができ、黒筋
による異常画像が発生するのを防止することができる。
【００９１】
また、本発明によれば、排紙ローラ対から原稿が抜け出るときに、搬送ローラ対の線速に
対して排紙ローラ対の線速を速くするので、湾曲している原稿の撓みを除去することがで
き、原稿の後端が搬送ローラ対を抜けた際に読取部で発生する原稿の撓みに起因する速度
ムラを防止してジターが発生するのを防止することができる。
【００９２】
また、本発明によれば、検知手段によって原稿の後端を検知することにより、搬送ローラ
対と排紙ローラ対の線速を切り換えることができるため、原稿サイズに関わらずに搬送ロ
ーラ対と排紙ローラ対の切換制御を行うことができる。
【００９３】
また、本発明によれば、読取部周辺の搬送経路がストレート経路等のように搬送ローラ対
と排紙ローラ対の線速を変えても原稿が湾曲し難い場合に、ガイド部材によって原稿を読
取部に確実に密着させることができ、読取部からゴミを確実に除去して読取部に滞留する
のを確実に防止することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明に係る自動原稿搬送装置の第１実施形態を示す図であり、その概略図であ
る。
【図２】第１実施形態の原稿の搬送手順を示すフローチャートである。
【図３】本発明に係る自動原稿搬送装置の第２実施形態を示す図であり、その概略図であ
る。
【図４】第２実施形態の制御系のブロック図である。
【図５】第２実施形態のガイド部材が取付けられたイメージセンサを示す図である。
【図６】第２実施形態のイメージセンサ周辺の構成図である。
【符号の説明】
２　　スリットガラス（読取部）
６、 53　　自動原稿搬送装置
９　　呼出しコロ（分離・搬送手段）
10　　分離ベルト（分離・搬送手段）
11　　分離阻止ローラ（分離・搬送手段）
14　　搬送ローラ対（分離・搬送手段）
19　　排紙ローラ対（排紙手段）
23　　外装カバー（排紙台）
45　　分離給紙部（分離・搬送手段）
47　　レジスト部（分離・搬送手段）
48　　第１読取り搬送部（分離・給紙手段）
51　　スタック部（排紙台）
68　　第１読取ローラ（搬送ローラ対）
70　　読取出口ローラ（排紙ローラ対、排紙手段）
71　　イメージセンサ（読取部）
93　　排紙ローラ対（排紙手段）
94　　排紙センサ（検知手段）
100　　原稿検知センサ（検知手段）
102　　給紙モータ（駆動系）
104　　排紙モータ（駆動系）
110　　コントローラ（制御手段）
120　　上側ガイド（ガイド部材）
121　　下側ガイド（ガイド部材）
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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